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タウンミーティング

市議会タウンミーティング
【テーマ】みんなで考えよう！はむらの魅力

2／１
開催しました

in ゆとろぎ

　2月１日にゆとろぎで開催した羽村市議会タウンミーティングには、市民・議員合わせて50人以上
が参加し、さまざまな角度からグループワークを行いました。３つのグループに分かれ、それぞれの
分野に関する意見が出されました。

本当に羽村市には、
魅力がないのか？

羽村市民の市への
愛着度は高い

羽村市の魅力度を
より高めるには、
どうすれば良いか？

　羽村市は、地域ブランド調査2019の各自治体の魅力度ランキ
ングでは、1047自治体の中で766位でした。
　一方、羽村市民の94％が羽村市に愛着があるというデータも
あり、「東洋経済」の住みよさランキング2019では全国812自
治体中37位、日経ＢＰ総研の自治体子育てランキングは全国
325自治体中２位でした。
　住み心地が良い、子育てしやすいまちというのを、羽村市民
が感じているにもかかわらず、魅力度が低いというギャップが
なぜあるのか。それを埋めるためには何をすべきか、また、よ
り市民満足度を高めるためには何をすべきか等について、３つ
の分野に分かれてさまざまな貴重なご意見をいただきました。
　いただいたご意見を参考に、議会として魅力あるまちづくり
に取り組んでいきます。

環境・自然 子育て 人羽村の魅力って…？
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◦動物園やチューリップ畑があり、子育てしやすい。
◦羽村は東京なの？という感覚だったが、公園も多く住みやすい。
◦こども食堂があれば良い。
◦小中一貫の特別支援教育を進めて欲しい。
◦高齢者に支出していた費用を子育て支援に回すべき。
◦補聴器への補助が欲しい。
◦流れるプールはリハビリにも適しているのに、廃止はおかしい。
◦横田基地の騒音を減らして欲しい。
◦多文化共生に対応するため、多言語での相談受付や情報発信が必要では。
◦災害時に高齢者施設の開放のルールを行政が明確にして欲しい。
◦財政がピンチだ。その解決策がないと将来が暗い。

　などがありました。

子育てしやすいという意見の一方で、子育てや福祉へのサービス
を求める意見がありました

▲関心のある分野に分かれて
話し合いました

◦農商連携して、生産から販売まで行う農業の６次産業化を図るべき。
◦市内で取り組んでいる有機農業を観光に結びつけるべき。
◦羽村産のいちごをチューリップと結びつけて、もっとＰＲできな
いか。
◦羽村をＰＲするために、羽村駅西口の観光案内所に若いスペシャ
リストが必要。
◦市内にはホッとする田舎っぽさが残る所があり、その場所を大切
にしたい。
◦羽村駅西口の開発はこのままではダメ、時代錯誤だ。
◦民間の力で駅前ビルを造るなど、まちの活性化を図るべき。

　などがありました。

農業・商工業関係者の若い人から高齢者まで未来志向の積極的な
提案が多くありました

▲出された意見をメモして区分けし、
見える化しました

◦大人になっても学べる生涯学習の場の充実を望む。
◦地元の良い先生を、長く羽村市の学校に勤務できるよう引き留め
て欲しい。また、教師の待遇改善について国への働きかけをして
欲しい。
◦子どもたちの学力向上のため、「学校支援地域本部」を地域で利
用しているが、さらに充実して欲しい。
◦防犯カメラを、学校のみならず通学路にも設置して安心に繋げて
欲しい。
◦小作駅東口地区をより安心して楽しめる繁華街にするために、交番等のさらなる充実を望む。

　などがありました。

子どもたちのためのより良い「教育」や、安全・安心なまちを望む
意見がありました

▲グループごとに意見をまとめ、
発表しました

子育て
健康
福祉

グループ

産業
観光

都市農業
グループ

教育
安全・安心

グループ
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令和２年度予算審査
　予算審査は、その金額や使い道が、市の現状やニーズに応えて
いるか等を審査するため、特別委員会を設置して行うものです。
　令和２年度予算について３月17日・18日に、議長を除く17人
の委員で構成された一般会計等予算審査特別委員会（委員長…門
間淑子議員、副委員長…水野義裕議員）で慎重に審査しました。
　その結果、７つの会計（一般会計と４つの特別会計、２つの公
営企業会計）の新年度予算をすべて可決すべきと決定しました。
　特別委員会の審査結果を本会議最終日に報告し、７つの会計す
べてを原案のとおり可決しました。

検
討
し
て
い
る
。
一
施
設
で
１
０
０
〜

１
５
０
万
円
を
想
定
し
、
６
月
頃
か
ら

募
集
し
て
い
く
予
定
。

４
億
１
２
０
０
万
円
の
市
有
地
処

分
金
に
つ
い
て
。
小
作
台
５
丁
目
広
場

の
売
却
に
は
、
条
件
を
付
け
る
こ
と
は

可
能
か
。

建
物
等
の
条
件
を
付
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
建
築
で
き
る
建
物
は
用

途
地
域
指
定
に
沿
っ
た
も
の
と
な
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
今
後
、
市
民
税
法
人
分
な
ど
の

税
収
が
減
り
、
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ

る
が
、
財
源
不
足
が
生
じ
た
時
の
見
通

し
を
つ
け
て
い
る
の
か
。

６
〜
７
月
頃
の
税
収
状
況
で
今
後

の
市
税
の
見
通
し
を
見
極
め
て
い
き
、

歳
出
の
見
直
し
も
検
討
し
て
い
く
。

委
員
の
質
疑

一
般
会
計
歳
入

　
　
返
礼
品
を
用
い
た
ふ
る
さ
と
納
税

に
力
を
入
れ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

産
業
部
門
と
連
携
し
て
返
礼
品
を

取
り
揃
え
て
い
く
こ
と
に
力
を
入
れ
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
の
促
進
を
図
っ

て
い
く
。

新
た
な
財
源
収
入
と
し
て
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
公
共
施
設
が
候
補
で
、
ど
の
く

ら
い
の
収
入
を
想
定
し
て
い
る
か
。

利
用
者
の
多
い
市
の
公
園
施
設
や

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を

売却が予定されている小作台５丁目広場

市税
45.9%　100億9,573万円
（前年度比△3億5,166万円）

国庫支出金
（国からの負担金等）
17.0%　37億4,441万円
（前年度比3億5,809万円）

都支出金
（都からの負担金等）
15.5%　34億168万円
（前年度比2億2,650万円）

繰入金
（基金からの繰入れ等）
3.4%　7億5,261万円
（前年度比△10億6,478万円）

地方消費税交付金
5.8%　12億8,728万円
（前年度比2億8,939万円）

市債
2.5%　5億5,510万円
（前年度比△1億130万円）

財産収入
1.9%　4億2,728万円
（前年度比4億1,151万円）

使用料及び手数料
1.9%　4億851万円
（前年度比442万円）

諸収入
1.5%　3億2,032万円
（前年度比△3,068万円）

分担金及び負担金
0.4%　9,424万円
（前年度比△1億2,569万円）
その他
4.2%　9億1,884万円
（前年度比9,320万円）

　市税は、固定資産税や市民税個人分が増となる一方で、市民
税法人分が減となり、前年度と比較して3.4％減となりました。

一般会計歳入予算　220億600万円
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一般会計等予算審査特別委員会

市民税法人分が大幅に減少し、厳しい財政状況
反対・賛成の討論があり、採択の結果

新 年 度 予 算 を 可 決

政
の
健
全
化
を
目
指
し
て
い
る
。

■
市
制市

制
施
行
30
周
年
を
記
念
す
る
取

組
み
の
検
討
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

令
和
３
年
に
市
制
施
行
30
周
年
と

な
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
検

討
し
て
い
く
。

■
福
祉
・
健
康

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
扶

助
費
が
６
億
４
千
万
円
増
え
て
い
る
が
、

生
活
保
護
費
は
何
世
帯
分
の
増
を
見
込

ん
で
い
る
か
。
今
後
の
見
通
し
は
。

57
世
帯
増
を
見
込
ん
で
い
る
。
75

歳
以
上
の
方
や
50
歳
代
、
20
〜
30
歳
代

の
病
気
な
ど
の
あ
る
方
の
受
給
が
増
え

て
お
り
、
今
後
も
増
加
傾
向
の
見
通
し
。

■
子
ど
も
・
子
育
て

宿
泊
型
の
産
後
ケ
ア
事
業
が
開
始

さ
れ
る
が
、
対
象
者
・
利
用
料
金
・
利

用
日
数
等
の
詳
細
は
。

産
後
、
家
庭
で
の
支
援
が
多
く
見

込
め
な
い
生
後
４
か
月
ま
で
の
母
子
が

対
象
。
利
用
は
２
泊
ま
で
で
、
１
泊

６
０
０
０
円
、
２
泊
目
は
半
額
。
住
民
税

非
課
税
世
帯
や
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
。

委
員
の
質
疑

一
般
会
計
歳
出

■
財
政

　
　
経
常
収
支
比
率
の
今
後
の
予
測
は
。

臨
時
財
政
対
策
債
を
含
む
も
の
と
含
ま

な
い
も
の
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
１
０
２
・
９
％
。

臨
時
財
政
対
策
債
を
含
ま
な
い
も
の
は

１
０
5
・
２
％
。

行
政
の
ス
リ
ム
化
に
向
け
た
全
事

務
事
業
の
点
検
・
見
直
し
は
、
ど
の
よ

う
な
位
置
づ
け
で
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

経
常
経
費
の
削
減
を
主
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
小
作
台
５
丁
目
広
場
の
売

却
な
ど
、
歳
入
の
確
保
等
も
含
め
、
財

民生費
49.3%　108億4,533万円　
（前年度比1億6,928万円）

教育費
11.2%　24億6,835万円
（前年度比△5,112万円）

総務費
10.8%　23億8,019万円
（前年度比833万円）

土木費
8.4%　18億5,157万円
（前年度比△4億8,394万円）

衛生費
9.4%　20億5,830万円
（前年度比2,346万円）

消防費
4.4%　9億7,045万円
（前年度比1億1,034万円）

その他
6.5%　14億3,181万円
（前年度比△6,735万円）

　市税収入が減少する中、歳出は、全事務事業の点検・見直し
による事務経費や補助金等の経常的経費の削減が図られました。

一般会計歳出　　220億600万円
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■
市
民
生
活

町
内
会
・
自
治
会
活
動
へ
の
助
成

金
が
20
％
削
減
さ
れ
、
町
内
会
・
自
治

会
か
ら
は
困
惑
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

減
額
さ
れ
た
経
緯
は
。

市
税
収
入
等
の
減
少
に
伴
い
、
補

助
・
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね

20
％
の
一
律
削
減
と
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
月
曜

休
館
の
設
定
は
、
利
用
者
か
ら
利
用
回

数
が
減
っ
て
困
る
と
い
う
意
見
が
あ
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
利
用
者
の
減
は
ど

う
予
想
し
て
い
る
か
。

休
館
に
よ
っ
て
、
利
用
日
や
利
用

場
所
の
変
更
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
方
に
は
、
ご
説
明
し
、
ご
理
解
い
た

だ
い
て
い
る
。
平
成
30
年
度
の
年
間
利

用
件
数
は
、
５
２
１
６
件
で
そ
の
10
％

程
度
の
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

■
安
全
安
心

避
難
行
動
要
支
援
者
制
度
に
つ
い

て
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
支
援
や
地

域
の
共
助
の
充
実
を
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
の
か
。

制
度
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
台
風

19
号
の
際
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
避

難
支
援
等
に
つ
い
て
、
検
討
会
な
ど
を

開
催
し
て
い
く
予
定
。

■
平
和３

月
実
施
予
定
の
東
京
大
空
襲
資

料
展
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
戦
後
75
年

と
な
る
今
夏
、
平
和
の
企
画
展
に
向
け

て
、
充
実
を
ど
う
図
る
予
定
か
。

映
画
の
上
映
会
や
体
験
談
を
聞
く

機
会
の
設
定
な
ど
、
節
目
の
年
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
。

月曜日が新たに休館となった
コミュニティセンター

平和の企画展（昨年の様子）

避難行動要支援者制度の周知案内

委員の討論（一般会計）

大規模な歳出抑制など、
財政のさらなる健全化を

　市民税法人分の減額など厳
しい財政状況の予算。財政調
整基金は残高が少なく限界に
近づいており、財源確保が望
まれる。子育て環境の整備や
障害福祉、生活保護関連の扶
助費が増加しており、今後
は、イベントの統合や中止な
ど大規模な歳出抑制が求めら
れる。財政のさらなる健全化
を目指し、より質の高い市民サ
ービスの提供を期待し、賛成。

＜令和かがやき＞

さまざまな市民サービス
を削る予算案には反対

　法人からの税収が51％も
減るなど、厳しい財政の見通
しのもと、町内会助成金、小
中学校修学旅行補助金、敬老
金など、さまざまな市民サー
ビスを削る予算案となった。
一方で、多くの市民から見直
しの声があがっている区画整
理事業には、約99％増しの
18億５千万円もの予算をつ
けた。税金をどこにまわすか
の優先順位が完全に間違って
いる。

＜日本共産党＞

収入減、支出増で
市民サービスが低下

　予算220億600万円は前年
度比で約３億円の減少。経常
収支比率は臨時財政対策債を
除くと105.2％で財政の硬直
化が止まらない。収入減、支
出増に対して行財政改革を進
めたが、結果的に補助金など
を削減し、市民サービスの低
下につながった。区画整理事
業への繰出金７億円と土地権
利者の会への補助金20万円
は認められず、反対。
� ＜世論＞

反対反対 賛成

令和2年度予算審査
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■
く
ら
し

加
美
緑
地
公
園
改
修
工
事
費
８
２�

０
０
万
円
に
つ
い
て
、
改
修
内
容
は
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
公
園
利
用

者
の
意
見
を
聞
き
、
要
望
に
沿
う
よ
う

整
備
し
て
い
く
。

道
路
維
持
整
備
に
要
す
る
経
費
が
、

６
５
７
万
４
千
円
に
減
額
し
て
い
る
が
、

道
路
維
持
保
全
計
画
に
遅
れ
は
生
じ
な

い
の
か
。
ま
た
、
進
捗
率
は
当
初
計
画

と
ど
れ
く
ら
い
違
う
の
か
。

令
和
２
年
度
は
１
路
線
を
整
備
予

定
。
進
捗
率
は
当
初
の
計
画
で
は
60
％

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
27
％
と
な
る
。

道
路
維
持
整
備
に
要
す
る
経
費
の

工
事
請
負
費
が
、
年
度
ご
と
に
増
減
し

て
い
る
が
、
均
等
に
配
分
で
き
な
い
の
か
。

毎
年
度
、
予
算
編
成
の
中
で
事
業

量
を
査
定
し
て
い
る
。
毎
年
需
要
が
異

な
る
の
で
、
増
減
が
出
て
し
ま
う
。

　
　
環
境
配
慮
事
業
助
成
金
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
創
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
助
成
金

の
メ
ニ
ュ
ー
は
継
承
さ
れ
る
の
か
。

継
承
さ
れ
る
。
さ
ら
に
エ
コ
ア
ク
シ

ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
を
追
加
す
る
。

■
教
育令

和
２
年
度
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
充
実
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
保

護
者
か
ら
要
望
の
強
い
、
中
学
校
特
別

支
援
学
級
（
自
閉
症
・
情
緒
障
害
）
の

開
設
は
ど
う
な
る
の
か
。

開
設
に
向
け
て
検
討
を
始
め
て
い

る
。
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

図
書
館
の
雑
誌
購
読
料
と
購
入
費

が
減
っ
て
い
る
が
、
購
入
冊
数
が
減
る

の
で
は
な
い
か
。

購
入
冊
数
は
少
な
く
な
る
。
選
書

を
精
査
し
な
が
ら
購
入
し
て
い
く
。

図書館（新聞雑誌コーナー）

整備予定の羽東三丁目の市道

改修予定の加美緑地公園

着実な財政の再建を
強く望む

　前年にも増して大変厳しい
財政運営で、市民税法人分
が、前年度比４億4657万円、
51.5％もの減を見込んでい
る。また、予算に見込まれて
いない新型コロナウイルスの
影響で、令和２年以降納税で
きなくなる市民の方も出てく
ることが予測される。市民に
寄り添った相談体制等の対応
を願うとともに、着実な財政
の再建を強く望み、賛成。

＜公明党＞

反対
引き続き、行財政改革に
取り組むことを強く望む

　積極的に行財政改革に取組
み、増大する財政需要に対し
て、予算規模を３年連続で縮
小したものとなっている。こ
うした厳しい予算編成の中で
も、喫緊の課題である風水害
対策などの防災関連の経費や
子育て支援の経費など積極的
に予算化し、将来を見据えた
まちづくりへ対応を図ってい
る。引き続き行財政改革に強
力に取り組むことを強く要望
し、賛成。
� ＜新政会＞

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
５
件
の
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

賛成賛成

令和2年度予算審査
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英
語
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
報
酬
２�

６
２
万
８
千
円
の
算
定
と
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
人
数
は
。

２
人
体
制
で
、
単
価
が
２
１
２
０

円
で
一
人
あ
た
り
年
間
６
０
０
時
間
を

算
定
し
て
い
る
。

今
後
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
各
家
庭
の
収
入
の
減
額

が
予
想
さ
れ
る
が
、
小
・
中
学
校
の
就

学
援
助
の
対
応
は
。

就
学
援
助
は
、
基
準
に
基
づ
き
世

帯
の
総
所
得
と
比
較
し
て
審
査
し
て
い

る
。
世
帯
の
総
所
得
が
著
し
く
変
化
し

た
場
合
は
、
個
別
に
審
査
す
る
対
応
を

し
て
い
る
。

特
別
会
計

■
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

保
険
料
が
値
上
げ
さ
れ
る
が
、
保

険
料
を
滞
納
し
た
際
の
短
期
保
険
証
、

資
格
保
険
証
の
発
行
状
況
は
。

平
成
24
年
に
１
件
交
付
し
た
実
績

が
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
発
行
実
績
は
な

い
。
収
納
者
に
寄
り
添
っ
て
判
断
す
る

制
度
に
緩
和
し
て
い
る
。

■
介
護
保
険
事
業
会
計

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
費
用
が
約
１
０
０
０
万
円
増
額
し

て
い
る
。
対
象
者
が
増
加
し
て
い
る
の
か
。

近
年
の
決
算
額
の
状
況
か
ら
、
令

和
２
年
度
は
対
象
者
が
３
４
１
件
増
の

６
２
３
件
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
。

■
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計

市
長
は
、
令
和
２
年
度
末
に
は
１�

０
０
棟
の
移
転
を
見
込
む
と
の
こ
と
だ

が
、
仮
換
地
先
が
使
用
開
始
で
き
る
棟

数
は
何
棟
か
。

現
在
の
場
所
か
ら
一
時
、
別
の
場

所
に
移
る
こ
と
を
移
転
と
認
識
し
て
い

る
。
使
用
収
益
箇
所
数
に
つ
い
て
は
、

26
箇
所
を
予
定
し
て
い
る
。

多
く
の
事
業
が
削
ら
れ
る
中
で
、

区
画
整
理
事
業
の
予
算
は
約
99
％
増
と

な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。

区
画
整
理
事
業
は
市
の
最
重
要
課

題
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し

て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

早
期
実
現
を
目
指
し
、
効
果
的
な
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

委員の討論（国民健康保険事業会計）
　
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
２
件
、
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整

理
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
２
件
の
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
賛
成
・
反
対
の
意

見
は
な
く
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

保険税の値上げは
負担が重すぎる

　負担が重すぎる国民健康保
険税を一層引き上げようとし
ている。年間所得200万円の
４人世帯では、税額が30万
400円になり、所得の15％
にのぼる。負担が重すぎると
言わざるを得ない。国への補
助の増額要請を行いつつ、市
の一般会計からの繰入れをし
っかり行い、保険税は極力抑
えるべき。保険税の値上げを
含む本予算には反対。
� ＜日本共産党＞

保険税の引き上げは
必要最低限と判断できる

　令和２年度予算は、保険税
率の一定の引き上げが盛り込
まれているが、税の収納強
化、医療給付の適正化、被保
険者の健康づくりの促進等に
積極的に取り組み、制度運営
の健全化に努めており、保険
税の引き上げは必要最低限の
ものと判断できる。健全、安
定的な制度運営のため、なお
一層の健全化への努力を要望
し、賛成する。

＜新政会＞

反対賛成

令和2年度予算審査
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公
営
企
業
会
計

■
水
道
事
業
会
計

水
道
料
金
の
給
水
収
益
が
前
年
に

比
べ
て
７
５
５
万
９
千
円
減
額
見
込
み

だ
が
、
要
因
は
。

全
体
的
に
一
般
家
庭
の
節
水
機
器

等
の
普
及
に
よ
り
、
使
用
量
が
少
し
ず

つ
減
っ
て
き
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

■
下
水
道
事
業
会
計

那
賀
樋
管
の
水
害
対
策
で
、
排
水

機
能
の
強
化
の
た
め
に
、
可
搬
式
排
水

用
大
型
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
を
購
入
予
定

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ポ
ン
プ
は
２
台
購
入
予
定
。
１
分

あ
た
り
約
３
立
法
メ
ー
ト
ル
の
排
出
能

力
が
あ
り
、
稼
働
時
間
は
約
３
時
間
。　

燃
料
が
ガ
ソ
リ
ン
の
た
め
、
水
道
事
務

所
に
保
管
し
、
水
害
時
に
即
対
応
で
き

る
も
の
と
す
る
。

羽中四丁目にある那賀樋管

※下水道事業会計は、令和 2 年度から公営企業会計に移行

令和２年度予算　〜各会計の内訳と前年度との比較〜 （単位：万円）
区　分 令和2年度（当初予算） 令和元年度（当初予算） 増減額 増減率

一般会計 2,200,600 2,229,700 △ 29,100 △ 1.3％

特
別
会
計

国民健康保険事業 592,310 588,390 3,920 0.7％
後期高齢者医療 128,380 124,610 3,770 3.0％
介護保険事業 382,548 373,500 9,048 2.4％
羽村駅西口土地区画整理事業 185,050 93,150 91,900 98.7％
下水道事業 ― 127,980 △ 127,980 皆減
特別会計合計 1,288,288 1,307,630 △ 19,342 △ 1.5％

水道事業（公営企業会計） 165,597 163,842 1,755 1.1％
下水道事業（公営企業会計） 182,007 ― 182,007 皆増
全会計の単純合計 3,836,492 3,701,172 135,320 3.7％

委員の討論（西口土地区画整理事業会計）

判決を受け入れ、修復的
まちづくりへの転換を

　事業費18億5000万円は前
年度の倍額。今後は借金に頼
るため、将来世代に多大な負
担を強いることになる。市長
は、「令和2年度末で100棟
の建物等の移転を見込む」と
いうが、仮換地先使用開始は
26か所のみで、地権者の犠
牲は大きい。東京地方裁判所
の「違法、取り消し判決」を受
け入れ、修復的まちづくりへ
の転換を求める。
� ＜世論＞

反対
積極的な事業推進のため

の重要な予算措置

　この予算は、川崎地区をは
じめ工事中の地域に暮らす市
民が、安心して暮らせる日常
に戻るための極めて重要な予
算である。ただし新型コロナ
ウイルス感染症の影響などで、
今後の財政はさらに厳しいも
のになると予想される。そこ
で他の事業と同様に、本事業
においても可能な限り市費負
担を軽減することを要望し、
賛成する。
� ＜新政会＞

賛成※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
会
議
録
は
議
会
終
了
後
２
か
月
程
度
で
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、

　
「
羽
村
市
議
会
」→「
会
議
録
の
検
察
と
閲
覧
」→

　
「
令
和
２
年
」→「
一
般
会
計
等
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」

令和2年度予算審査
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審議した主な議案

議
案
審
議

■�

第
2
回
定
例
会
（
3
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
新

年
度
予
算
案
７
件
（
４
〜
９
ペ
ー
ジ
）
の
ほ
か
に
、
条
例
に
関
す

る
議
案
18
件
、
補
正
予
算
案
８
件
、
そ
の
他
の
議
案
７
件
、
合
わ

せ
て
40
件
す
べ
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
審
査
し
た
陳
情
２
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
長
提
出
議
案

■
公
園
運
動
場
の
庭
球
場
な
ど
の

　
使
用
料
を
改
定

羽
村
市
立
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　

・�「
午
前
６
時
か
ら
８
時
ま
で
」な
ど
の

2
時
間
の
区
分

　
１
面
３
０
０
円
→
６
０
０
円

・「
午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
」

　
１
面
４
５
０
円
→
９
０
０
円

【
施
行
日
】　
令
和
２
年
７
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

討
論

　

財
政
難
へ
の
対
応
は
、
ま
ず　

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
の
見
直
し
を

行
う
べ
き
。
安
価
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
大
事
で
あ

り
、
逆
行
し
て
い
る
。	

（
日
本
共
産
党
）

　
使
用
料
の
減
免
制
度
は
継
続

さ
れ
る
こ
と
や
、
20
年
以
上
見
直
し
を

し
て
お
ら
ず
、
他
市
に
比
べ
て
使
用
料

が
低
く
、
均
衡
を
図
る
観
点
か
ら
も
改

定
は
妥
当
で
あ
る
。�
（
新
政
会
）

■
動
物
公
園
の
入
園
料
を
改
定

羽
村
市
動
物
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
１
０
０
円

　
→
１
５
０
円

・
15
歳
以
上
65
歳
未
満
３
０
０
円

　
→
４
０
０
円

・
４
歳
以
上
15
歳
未
満
50
円

→
小
中
学
生
１
０
０
円
・
４
歳
以
上

の
未
就
学
児
50
円

※
４
歳
未
満
、
75
歳
以
上
は
無
料
。

【
施
行
日
】　
令
和
２
年
７
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
が

見
直
さ
れ
ず
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
負
担

増
で
財
政
難
に
対
応
す
る
の
は
認
め
ら

れ
な
い
。
　
　
　
　
（
日
本
共
産
党
）

　
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
も

見
直
し
は
妥
当
。
入
園
料
改
定
に
よ
る

増
収
は
、
施
設
の
維
持
管
理
費
や
利
用

者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
充
て
る

こ
と
で
、
健
全
運
営
と
公
共
の
福
祉
の

増
進
が
期
待
で
き
る
。　

�

（
新
政
会
）
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■
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
額
、

　
均
等
割
額
を
改
定

羽
村
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】

　
国
民
健
康
保
険
税
の
適
正
化
に
伴
う

基
礎
課
税
額
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

課
税
額
及
び
介
護
納
付
金
課
税
額
の
所

得
割
額
の
税
率
と
均
等
割
額
を
見
直
す

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
２
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

討
論

　

年
間
所
得
額
の
約
15
％
の
保

険
税
は
高
す
ぎ
て
負
担
が
重
い
。
市
民

が
安
心
し
て
か
か
れ
る
医
療
を
保
障
で

き
る
よ
う
財
政
運
営
す
べ
き
。

（
日
本
共
産
党
）

　
将
来
に
わ
た
り
国
民
健
康
保

険
制
度
を
守
り
つ
づ
け
て
い
く
た
め
、

被
保
険
者
の
負
担
と
し
て
考
え
ら
れ
る

範
囲
内
の
税
率
改
正
で
あ
る
。(新

政
会)

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継（
３
月
16
日
・
26
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
区
画
整
理
事
業

　
業
務
委
託
契
約
金
額
を
変
更

福
生
都
市
計
画
事
業
羽
村
駅
西
口
土

地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
業
務
委

託
契
約
の
変
更
契
約
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

　
業
務
委
託
費
の
精
算
に
伴
い
、
契
約

金
額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

変
更
前   

20
億
８
６
１
０
万
円

変
更
後 

19
億
２
０
２
１
万
１
６
１
７
円

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　

都
市
づ
く
り
公
社
へ
の
事
業

委
託
は
事
業
費
負
担
が
大
き
く
、
委
託

契
約
そ
の
も
の
に
反
対
。　
　
（
世
論
）

　
事
業
は
計
画
に
沿
っ
て
執
行

さ
れ
て
お
り
、
実
績
に
伴
い
精
算
が
行

わ
れ
、
契
約
金
額
を
減
額
変
更
し
た
も

の
で
あ
り
、
適
正
で
あ
る
。（

新
政
会
）

■
区
画
整
理
事
業

　
業
務
委
託
契
約
を
締
結

福
生
都
市
計
画
事
業
羽
村
駅
西
口
土

地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
業
務
委

託
契
約
に
つ
い
て

■
区
画
整
理
事
業
　
清
算
金
の
分
割

　
交
付
の
利
子
の
利
率
を
改
定

福
生
都
市
計
画
事
業
羽
村
駅
西
口
土

地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】

　
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
清
算
金
の
分
割
交
付
に
付
す
る

利
子
の
利
率
を
、
年
６
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
換
地
処
分
の
公
告
の
日
の
翌
日
の
法

定
利
率
に
改
め
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
２
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　
区
画
整
理
事
業
は
、必
要
性
・

実
用
性
・
住
民
合
意
の
い
ず
れ
も
欠
け

て
お
り
、
即
刻
中
止
・
見
直
し
す
べ
き
。

条
例
そ
の
も
の
の
存
在
に
反
対
。（

世
論
）

　
法
律
及
び
政
令
の
改
正
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
土
地
区
画
整
理
法

施
行
令
第
61
条
に
は
「
分
割
交
付
す
る

場
合
、
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
に
お

け
る
法
定
利
率
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
当
然
必
要
な
改
正
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
新
政
会
）

【
主
な
内
容
】

・
契
約
金
額
…
78
億
５
７
２
０
万
円

・�

契
約
の
相
手
方
…
東
京
都
都
市
づ
く

り
公
社

・�

委
託
期
間
…
令
和
２
年
４
月
１
日
〜

令
和
６
年
３
月
31
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

　

財
政
難
が
深
刻
化
す
る
中
、

多
く
の
市
民
が
反
対
し
て
い
る
本
事
業
に

は
反
対
。
住
民
負
担
の
面
か
ら
も
一
時
中

断
し
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
す
べ
き
。　
　
　
　
　
　
　

（
日
本
共
産
党
）

　
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
継
承
・

継
続
性
を
保
ち
つ
つ
、
効
率
的
に
事
業

を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
契
約
内
容

で
あ
り
、
賛
成
。　
　
　
　
（
新
政
会
）

　
財
政
が
厳
し
さ
を
増
し
、
福

祉
の
費
用
を
削
る
中
、
再
開
発
事
業
に

膨
大
な
市
費
を
投
入
す
る
計
画
に
反
対
。

（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　
歳
入
減
少
、
扶
助
費
が
増
大

す
る
厳
し
い
財
政
状
況
で
区
画
整
理
事

業
へ
の
支
出
は
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
が
出
る
。
財
政
を
改
善
し
、
事
業
を

見
直
し
す
べ
き
。　
　
　
　
　
（
世
論
）
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＜全会一致となった議案＞
件名・概要 議決結果

職員の給与に関する条例等の一部を改正する
条例
期末・勤勉手当の年間支給月数を 4.65 月に引上げ、地域
手当を 8.5/100 に改定。部長職の管理職手当を 5％減額
する。

原案可決

羽村市長等の給料等の特例に関する条例の一部
を改正する条例
市長等の給料について、令和 3 年 3 月 31 日まで市長 20
％、副市長及び教育長 15％を減額する。

羽村市富士見霊園条例等の一部を改正する条例
消費税等の税率引上げ分を公の施設の使用料等に転嫁す
るため、関係条例について使用料、管理料又は手数料に
ついて増額する改正を行う。

羽村市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する
条例の一部を改正する条例
消費税等の税率引上げ分相当を増額するとともに、文言
の整理を行うため、条例の一部を改正する。

羽村市営住宅条例の一部を改正する条例
明渡し請求を行ったときに徴収することができる金銭の
利率が改められたことに対応するため、また、消費税等
の税率引上げ分を羽村市営住宅の駐車場使用料に転嫁す
るため、条例の一部を改正する。

羽村市議会政務活動費の交付に関する条例の一
部を改正する条例
任期満了年度の政務活動費について、改選前、改選後の
それぞれの会派に政務活動費を交付することができるよ
うにするため、条例の一部を改正する。

羽村市固定資産評価審査委員会条例の一部を改
正する条例
関係法律の一部改正に伴い、条例の一部を改正する。

羽村市放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の
一部を改正する省令の施行に伴い、条例の一部を改正す
る。

羽村市印鑑条例の一部を改正する条例
国の印鑑登録証明事務要領の一部改正に伴い、条例の一
部を改正する。

羽村市道における道路構造の技術的基準に関す
る条例の一部を改正する条例
道路構造令の一部を改正する政令の施行に伴い、条例の
一部を改正する。

羽村市勤労者等生活資金融資条例を廃止する
条例
条例を廃止する。

羽村市教育委員会いじめ問題調査委員会条例
いじめ防止対策推進法第 28 条第１項に規定する重大事態
が発生した際、教育委員会が調査を進める中で第三者機
関を立ち上げることが必要と判断した場合、急遽、立ち
上げることが困難であることから、あらかじめ教育委員会
の付属機関として「羽村市教育委員会いじめ問題調査委
員会」を設置するため、条例を制定する。

　
件名・概要 議決結果

羽村市いじめ問題再調査委員会条例
いじめ防止対策推進法第 30 条第２項の規定に基づき、市長
の付属機関として、「羽村市いじめ問題再調査委員会」を設置
するため、条例を制定する。

原案可決

羽村市電気自動車用急速充電器管理運営条例
市役所本庁舎に設置している急速充電器の管理運営の適正化
を図るため、条例を制定する。

令和元年度羽村市一般会計補正予算（第 7 号）
歳入歳出それぞれ 1 億 6,600 万円を増額し、補正後の予算
額を歳入歳出それぞれ 233 億 5,840 万円とする。

令和元年度羽村市国民健康保険事業会計補正予算
（第 3 号）
歳入歳出それぞれ 6,673 万 4 千円を増額し、補正後の予算
額を歳入歳出それぞれ 61 億 570 万 9 千円とする。

令和元年度羽村市後期高齢者医療会計補正予算
（第 2 号）
歳入歳出それぞれ 3,704 万 5 千円を増額し、補正後の予算
額を歳入歳出それぞれ 13 億 1,406 万 7 千円とする。

令和元年度羽村市介護保険事業会計補正予算
（第 3 号）
歳入歳出それぞれ 29 万円を増額し、補正後の予算額を歳入
歳出それぞれ 38 億 997 万 5 千円とする。

令和元年度羽村市下水道事業会計補正予算
（第 3 号）
歳入歳出それぞれ 7,508 万 4 千円を減額し、補正後の予算
額を歳入歳出それぞれ 12 億 4,083 万 6 千円とする。

令和元年度羽村市水道事業会計補正予算（第 3 号）
修繕費等の増加及び、事務事業の確定等に伴う増減。

東京都市町村公平委員会を共同設置する地方公共
団体の数の減少及び東京都市町村公平委員会共同
設置規約の変更について
福生病院組合が企業団へ移行することから、本委員会から脱
退するため、規約を変更する。

東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の
変更について
福生病院組合が企業団へ移行することから、規約を変更する。

東京都市町村職員退職手当組合規約の変更につ
いて
福生病院組合が企業団へ移行することから、、規約を変更する。

東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更につ
いて
令和元年度で終了する保険料軽減措置を継続するため、規約
を変更する。

令和元年度羽村市一般会計補正予算（第８号）
歳入歳出それぞれ 3,090 万円を増額し、補正後の予算額を歳
入歳出それぞれ 233 億 8,930 万円とする。

羽村駅自由通路拡幅等事業に関する業務委託契約
の変更契約について
業務委託契約の契約期間満了による業務委託費の精算に伴
い、契約金額を変更する。
変更前　10 億 1,291万 4 千円
変更後　7 億 6,114 万 9,984 円

■各 会 派 の 賛 否■　議案／	 〇…賛成	 ×…反対		
		  　陳情／  〇…採択  ×…不採択	
■会 派 名■　令…令和かがやき　　　　公…公明党　　　新…新政会　　　　共…日本共産党
　　　　　　　　　　ネ…市民ネットワーク　　世…世論　　　　力…つながる力　　風…新しい風

凡　
例

■市長提出議案の議決結果

議 案 の 議 決 結 果
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◆�会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、議会活動を行う上での基礎となります。
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＜賛否の分かれた議案＞

件名・概要
会派名（数字は人数）

議決結果令 公 新 共 ネ 世 力 風
（4）（4）（4）（2）（1）（1）（1）（1）

羽村市立公園条例の一部を改正する条例
P10 参照 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇

原案可決

羽村市動物公園条例の一部を改正する条例
P10 参照 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇
福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理事業施行規程
の一部を改正する条例
P11 参照

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

羽村市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
P11 参照 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
令和元年度羽村市福生都市計画事業羽村駅西口土地区画
整理事業会計補正予算（第３号）
歳入歳出それぞれ 31 万 9 千円を増額し、補正後の予算額を歳入歳
出それぞれ 10 億 1,352 万 1 千円とする。
業務委託契約を締結するため、債務負担行為を追加する。

〇 〇 〇 × × × 〇 〇

福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理事業に関する
業務委託契約の変更契約について
P11 参照

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理事業に関する
業務委託契約について
P11 参照

〇
〇 〇 × × × 〇 〇

×

＜令和 2 年度予算の議決結果＞

件名
（詳細は P4〜 P9をご参照ください）

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果令 公 新 共 ネ 世 力 風

（4）（4）（4）（2）（1）（1）（1）（1）
一般会計予算 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

原案可決

羽村市国民健康保険事業会計予算 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
羽村市後期高齢者医療会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
羽村市介護保険事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
羽村市福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理事業会
計予算

〇 〇 〇 × × × 〇 〇×
羽村市水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
羽村市下水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■請願・陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果令 公 新 共 ネ 世 力 風

（4）（4）（4）（2）（1）（1）（1）（1）
請願権条例の制定を求める件

総務
× × × × × × × ×

不採択
空手道競技用備品に関する陳情書 × × × × × × × ×

令和かがやき 公 明 党 新 政 会 世　論

新しい風

日本共産党 市民ネットワーク

つながる力




